
  
 

町
民
の
健
康
を
守
る
の
が 

 
 
 
 
 
 

町
政
の
仕
事
！ 

  
 

九
月
下
旬
、
皆
野
産
「
野
生
き
の
こ
」

か
ら
放
射
能
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
を
こ
え

る
数
値
が
検
出
さ
れ
、
皆
野
町
で
採
取
さ

れ
た
「
野
生
の
き
の
こ
」
は
埼
玉
県
よ
り

出
荷
・
販
売
の
自
粛
の
要
請
が
あ
っ
た
と

新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
横
瀬
町
で
は
“
回
覧
板
”
で

「
野
生
き
の
こ
」
の
放
射
性
物
質
検
査
結

果
を
知
ら
せ
て
い
る
。 

「
皆
野
町
で
も
し
ら
せ
て
ほ
し
い
」 

と
い
う
声
が
あ
り
、
直
接
町
長
に
「
調
査

結
果
を
町
民
に
知
ら
せ
る
よ
う
」
要
請
し

ま
し
た
。 

翌
日
、
副
町
長
よ
り
『
回
覧
板
で
知
ら
せ

る
こ
と
に
し
た
』
と
い
う
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
よ
う
に
、
要
請
を
受
け
て
か
ら

町
民
に
知
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
調
査
結

果
が
わ
か
っ
た
時
点
で
、
す
ぐ
に
知
ら
せ

る
の
が
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
町
政

の
仕
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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（
八
）
オ
ン
ダ
シ
河
原
（
続
） 

 

大
野
福
次
郎
ら
風
布
困
民
党
先
発
隊
は
、

一
〇
月
三
一
日
午
後
三
時
頃
風
布
上
方
耕
地

の
金
比
羅
神
社
を
発
ち
、
オ
ン
ダ
シ
河
原
に

着
い
た
の
は
「
薄
暮
」
の
頃
で
し
た
。
こ
こ

ま
で
の
経
路
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

井
戸
の
人
た
ち
の
目
撃
情
報
も
な
い
の
で

（「
持
田
鹿
之
助
日
記
」）、
筆
者
は
、
金
比
羅

神
社
―
浅
間
峠
―
尾
根
通
し
に
賽
神
峠
―
大

鉢
形
―
阿
弥
陀
谷
―
鍵
掛
峠
・
鍵
掛
道
―
小

滝
―
オ
ン
ダ
シ
河
原
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

道
は
、
金
比
羅
神
社
―
オ
ン
ダ
シ
河
原
の
最

短
距
離
で
す
（
現
在
約
二
時
間
の
行
程
）。 

 

「
小
前
会
議
」 

大
野
福
次
郎
が
金
比
羅

神
社
出
発
に
当
た
っ
て
、「
上
日
野
沢
村
字
小

前
と
唱
う
る
所
に
於
い
て
隊
長
分
の
評
議
こ

れ
有
る
趣
き
に
付
こ
れ
を
聞
か
ん
」
と
言
っ

た
と
聞
い
た
人
が
い
ま
す（
宮
下
沢
五
郎「
尋

問
調
書
」）。
こ
の
人
は
「
学
務
委
員
」
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
引
用
し
た
「
調
書
」
部
分

は
注
目
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

福
次
郎
ら
は
椋
神
社
蜂
起
へ
の
「
先
発
隊
」

で
あ
る
と
も
に
、
小
前
で
の
「
隊
長
分
の
評

議
」
に
関
与
す
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
目

的
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
す
。 

 

従
来
、
福
次
郎
ら
は
「
小
前
会
議
」
に
参

加
す
る
た
め
上
日
野
沢
に
向
っ
た
と
説
明
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
ず
、「
小
前
会
議
」
に

至
る
経
過
を
時
系
列
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

一
〇
月
一
二
日
、
下
吉
田
井
上
伝
蔵
宅
幹

部
会
議
で
「
武
闘
打
開
」
を
決
定
、
伝
蔵
妻

ハ
ン
を
大
井
憲
太
郎
の
元
に
派
遣
。
翌
日
か

ら
、
弾
薬
調
達
や
横
瀬
村
・
西
ノ
入
村
で
資

金
調
達
作
戦
に
入
り
ま
す
。 

 

一
〇
月
二
三
日
、
大
井
憲
太
郎
の
使
者
・

氏
家
直
国
が
伝
蔵
宅
に
来
て
自
重
を
求
め
る

が
説
得
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

一
〇
月
二
五
日
、
石
間

村
加
藤
織
平
・
小
前
の
門

平
惣
平
宅
二
ヶ
所
で
幹
部

会
議
を
開
催
。
井
上
伝

蔵
・
小
柏
常
次
郎
は
「
平

和
説
」
を
唱
え
た
が
、
受

け
入
れ
ら
れ
ず
「
暴
発
」

を
決
定
し
ま
し
た
（
小
柏

常
次
郎
「
尋
問
調
書
」）。 

 

一
〇
月
二
六
日
、「
粟
野

山
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

田
代
栄
助
・
井
上
伝
蔵
ら

の
蜂
起
延
期
論
を
排
し
一

一
月
一
日
蜂
起
を
決
定
。

翌
日
、
上
州
・
信
州
へ
オ

ル
グ
を
派
遣
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
両
人
が
再
度
延
期
を
申
し
出
た

の
に
対
し
、
一
日
蜂
起
を
再
確
認
し
た
の
が

「
小
前
会
議
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
小
前
会
議
の
日
に
ち
に
つ
い

て
、
従
来
、
一
〇
月
三
〇
日
説
・
三
一
日
説
・

そ
の
他
の
説
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

田
代
栄
助
始
め
農
民
裁
判
文
書
に
出
て
く
る

日
に
ち
の
異
同
、
そ
れ
ら
の
「
読
み
方
」
の

相
違
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
仮
に
一
〇
月
三

〇
日
説
の
場
合
だ
と
、
大
野
福
次
郎
は
「
小

前
会
議
」
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
の

日
に
ち
を
間
違
え
た
の
だ
と
い
う
解
釈
に
な

り
ま
す
（
浅
見
好
夫
『
幻
の
革
命
』）。 

一
〇
月
三
〇
日
午
前
中
、
小
前
の
門
平
惣 

平
宅
で
菊
池
貫
平
・
井
出
為
吉
が
は
じ
め
て

田
代
栄
助
に
面
会
し
ま
す
。
両
人
が
秩
父
蜂

起
へ
の
参
加
を
約
し
た
後
、
栄
助
は
蜂
起
の

日
に
ち
が
決
定
し
次
第
知
ら
せ
る
旨
伝
え
ま

し
た
（
田
代
・
加
藤
・
井
出
「
尋
問
調
書
」）。

つ
ま
り
、「
小
前
会
議
」
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
か
、
少
な
く
と
も
栄
助
自
身
は
こ

の
時
「
延
期
」
を
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

（
小
前
の
八
坂
神
社
） 
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先
日
、「
皆
野
大
豆
の
会
」
で
育
て
た
落

花
生
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。 

び
っ
く
り
す
る
程
実
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。 

“
な
ん
だ
、
こ
れ
は
？
”
と
が
っ
か
り
の

声
が
上
が
り
ま
す
。 

“
ち
ゃ
ん
と
草
を
採
っ
た
り
、
肥
料
を
や

っ
た
り
、世
話
を
し
な
い
と
ダ
メ
だ
ね“
と

反
省
の
声
も
。
し
か
し
、
根
元
を
よ
く
見

る
と
穴
が
掘
ら
れ
、
殻
が
ま
わ
り
に
落
ち

て
い
る
の
で
す
。 

 

そ
れ
が
み
ご
と
に
一
列
、
二
列
と
続
き

ま
す
。“
や
ら
れ
た
”
ネ
ズ
ミ
、
カ
ラ
ス
、

タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
？
。 

町
中
の
畑
で
動
物
被
害
な
ん
て
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

最
近
、
鳥
獣
被
害
の
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
金
沢
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
し
か
け
た
罠

に
熊
が
か 

か
っ
た
。
三
沢
方
面
も
今
年

は
い
つ
に
な 

く
被
害
が
多
い
と
。
夏
の

異
常
な
暑
さ
な 

ど
地
球
の
温
暖
化
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
動
物
の
世
界
も
何

か
変
化
が
起
っ
て 

い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
、 

 

人
間
も
知
恵
を
絞
っ
て
大
切
な
作
物
を
守 

 

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
町
の
鳥
獣
被
害
対 

 

策
費
用
は
十
分
で
し
ょ
う
か
？ 

 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご

と 



 

                


